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知財マネジメントとデータマネジメント

経済産業省の予算により、経済産業省又は経済産業省所管の独立行政法人が委託する技
術に関する研究開発については、知財マネジメントとデータマネジメントに関して、それぞれ運用
ガイドラインが定められております。
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●経済産業省における各運用ガイドライン策定の背景等の詳細は下記をご覧ください。
[経済産業省ホームページ]
・「委託研究開発における知的財産マネジメントに関する運用ガイドラインを策定しました」

https://www.meti.go.jp/policy/economy/gijutsu_kakushin/innovation_policy/IpManagementGuidline.html
・「委託研究開発におけるデータマネジメントに関する運用ガイドラインとナショプロデータカタログ」

https://www.meti.go.jp/policy/innovation_policy/datamanagement.html



TSC  Standardization & Intellectual Property Unit

NEDOが実施する委託研究開発プロジェクトについても、上記経済産業省の各運用ガイドライ
ンに従って、知財マネジメントとデータマネジメントに関して、それぞれNEDOプロジェクトにおける
基本方針を定めております。
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知財マネジメントとデータマネジメント

●NEDOにおける各基本方針の詳細は、公募時に提示されたものをご覧ください。
[NEDOホームページ]

・NEDOプロジェクトにおける知財マネジメント基本方針
https://www.nedo.go.jp/jyouhoukoukai/other_CA_00002.html

・2023/6/1以降適用
NEDOプロジェクトにおける知財マネジメント基本方針第9版
https://www.nedo.go.jp/content/100960993.pdf

・2022/6/1-2023/5/31適用
NEDOプロジェクトにおける知財マネジメント基本方針第8版
https://www.nedo.go.jp/content/100947057.pdf

・NEDOプロジェクトにおけるデータマネジメントについて
https://www.nedo.go.jp/jyouhoukoukai/other_CA_00003.html

・NEDOプロジェクトにおけるデータマネジメントに係る基本方針
・ ・ 「委託者指定データ」がない場合

https://www.nedo.go.jp/content/100875879.pdf
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知財マネジメントとデータマネジメント

複数の事業者が参加するプロジェクトでは、プロジェクト内での知財、研究開発データの管理や
必要に応じて共有化することが重要です。また、第三者に利活用させることの検討も重要となり
ます。

そこで、知財マネジメントとデータマネジメントを実施するにあたり、プロジェクト参加者の皆さんへ、
以下の各項目の実施についてお願いさせて頂きます。次ページ以降で各内容の説明をいたしま
す。
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実施項目 実施時期
１．知財及びデータ合意書の作成 採択後～契約締結前(原則)
２．知財及びデータのマネジメント実施体制（知財運営委員会）の整備 採択後～契約締結前(推奨)
３．データマネジメントプランの作成・提出 採択後～契約締結前(原則)
４．研究開発成果の取扱い方針の作成、報告 プロジェクト開始後速やかに(推奨)
５．研究開発成果の取扱い及びその判断理由の報告 プロジェクト実施中適時
６．取得データのメタデータ（索引情報）の作成・提出 プロジェクト終了時ごろ
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知財マネジメントとデータマネジメント

１．知財及びデータ合意書の作成
[採択後～契約締結前(原則)]
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①各研究テーマごとに、事業者、再委託先、共同実施先の全参加者（注1）で、知財及びデータの取扱いについて合意して
ください。
②NEDOとの契約締結までに、合意書(案:署名又は押印前)を策定してNEDOに送付し、NEDOの確認を受けてください。
・合意書(案)の作成には、下記の雛形（注2）を利用してください。

・雛形_知財及びデータ合意書_第9版対応
https://www.nedo.go.jp/content/100960996.docx

注1:事業者、再委託先、共同実施先を含めて、1機関しか存在しない研究テーマでは、上記①、
②の対応は不要です。

注2:「知財及びデータ合意書」の一体版のみ掲載。知財合意書の単独版の雛形が必要な場合は、
標準化・知財ユニット(ip-mng@nedo.go.jp)まで、ご連絡ください。
なお、本更新版の雛形は、2023年6月1日以降に公募を実施するものから利用して頂く

ものとしますが、それ以前の公募案件に利用して頂くことも可能です。

（参考）
2023年4月、経済産業省は、知的財産と研究開発データの取扱いとが併せて検討されている実務
を踏まえ、「委託研究開発における知的財産マネジメントに関する運用ガイドライン」の別添と
していた「知財合意書の作成例及び解説」と、「委託研究開発におけるデータマネジメントに関
する運用ガイドライン」の別添としていた「データ合意書の作成例及び解説」とを一体とした
「知財及びデータ合意書の作成例及び解説」を策定し、公表しました。
この経済産業省の改訂に伴い、本雛形を改訂しています。



TSC  Standardization & Intellectual Property Unit

知財マネジメントとデータマネジメント

２．知財及びデータのマネジメント実施体制（知財運営委員会）の整備
[採択後～契約締結前(推奨)]
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①知財及びデータに関する知財運営委員会を整備し、知財運営委員会運営規則を作成してください。（注3）
・技術委員会や連絡会等を作る場合は、そこに、知財運営委員会の機能を兼ねても構いません。
・知財運営委員会運営規則の作成には、下記の雛形（注4）を利用してください。

・雛形_知財運営委員会運営規則（知財＆データ）_第9版対応
https://www.nedo.go.jp/content/100960997.docx

注3:事業者、再委託先、共同実施先を含めて、1機関しか存在しない研究テーマでは、上記①の対応
は不要です。

注4:運営規則の送付は必須ではありませんが、合意書(案)とあわせて送付頂くことでも構いませんので、
作成については、合意書(案)の作成と並行して実施して頂くことをおすすめします。
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データマネジメント

３．データマネジメントプランの作成・提出
[採択後～契約締結前（原則）]
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①事業者（再委託先や共同実施先も含めて）ごとに、本プロジェクトで得られるデータを予想してデータに対するマネジメント
プラン（以下、「DMP」とする。）を作成し、ＮＥＤＯに提出してください。

・データの括り方は大まかでも構いません。 （例：〇〇の電気特性データ）

・DMP 及びDMP届出書のひな形は、以下の「NEDOプロジェクトにおけるデータマネジメントについて」のページにて取得でき
ます。

・また、このひな形の編集可能ファイル（Word版，Excel版）は、NEDOのプロジェクトマネジメントシステム（PMS）より
取得できます。

・DMP及びDMP届出書は、原則としてプロジェクト開始（委託契約の締結）までに提出してください。
ただし、プロジェクト開始前にデータの取得又は収集を想定することが困難な場合は、プロジェクト中で、想定できた時点で

提出してください。

・ NEDOプロジェクトにおけるデータマネジメントについて
https://www.nedo.go.jp/jyouhoukoukai/other_CA_00003.html
様式1：データマネジメントプラン兼簡略型データマネジメントプラン届出書
https://www.nedo.go.jp/content/100875862.pdf
別紙1：データマネジメントプラン 兼 簡略型データマネジメントプラン
https://www.nedo.go.jp/content/100897759.pdf
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知財マネジメント

４．研究開発成果の取扱い方針の作成、報告
[プロジェクト開始後速やかに(推奨)]
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①プロジェクトとしての研究開発成果の権利化／秘匿化／公表等の取扱い方針（注5）を作成し、作成後速やかに、当該
取扱い方針をＮＥＤＯに報告してください。 （原則、第1回目の知財運営委員会（注6）にて、審議決定し、様式に従い
報告ください。取扱い方針を変更した際は、再提出してください。）

・取扱い方針の作成、報告には、下記の様式を利用し、事業者（再委託先や
共同実施先も含む）ごとに提出（注7）してください。

・様式 研究開発成果取扱い方針及び取扱い等報告書
https://www.nedo.go.jp/content/100947059.docx

・取扱い方針のNEDOへの提出は、NEDO-PMSの情報共有機能（Fleekdrive）
を通して実施いただくか、メールで送付ください。

注5：この取扱い方針の作成と、取扱い及びその判断理由の報告（次頁参照）は、経済産業省の
「委託研究開発における知的財産マネジメントに関する運用ガイドライン」（令和4年3月最
終改訂）により、追加されたものです。本改訂目的は、「オープン・クローズ戦略に則り、研
究開発成果の秘匿化・権利化・公表等の取扱いが適切に行われることを促すため」です。

注6：知財運営委員会が設置されない場合（事業者、再委託先、共同実施先を含めて、1機関
のみ存在）は、事業者が上記様式を利用して報告書を作成し、作成後速やかに、NEDO
に提出してください。

注7：事業者（再委託先や 共同実施先も含む）ごとに締結した契約管理番号 （ＰＭＳ利用者）
単位での提出をお願いします。
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知財マネジメント

５．研究開発成果の取扱い及びその判断理由の報告
[プロジェクト実施中適時]
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①プロジェクトで創出された各研究開発成果の取扱い及びその判断理由に関する知財運営委員会（注6）での審議結果に
ついて、審議後速やかに、ＮＥＤＯに報告してください。

・研究開発成果の取扱い及びその判断理由の報告には、4の報告と同一の下記
の様式を利用して、事業者（再委託先や共同実施先も含む）ごとに提出（注7）
してください。

・様式 研究開発成果取扱い方針及び取扱い等報告書
https://www.nedo.go.jp/content/100947059.docx

・研究開発成果の取扱い及びその判断理由のNEDOへの提出は、 4の報告と
同様にNEDO-PMS の情報共有機能（Fleekdrive）を通して実施いただくか、
メールで送付ください。

・報告にあたっては、先に報告済みの項目１の「プロジェクト…取扱い方針」を
記載した上で、項目２の「各研究開発成果についての…その判断理由」を
記載してください。

注6：知財運営委員会が設置されない場合（事業者、再委託先、共同実施先を含めて、1機関
のみ存在）は、事業者が上記様式を利用して報告書を作成し、作成後速やかに、NEDO
に提出してください。

注7：事業者（再委託先や 共同実施先も含む）ごとに締結した契約管理番号 （ＰＭＳ利用者）
単位での提出をお願いします。
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データマネジメント

６．取得データのメタデータ（索引情報）の作成・提出
[プロジェクト終了時ごろ]
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①「プロジェクト外公開可能なデータ」を取得された場合は、 どのようなデータであるかを示すメタデータ(索引情報)を、プロジェク
トの終了時ごろ、事業者ごとに提出してください。

・メタデータ及びメタデータ届出書のひな形（ＰＤＦ版）は、 3のデータマネジメントプランの報告と同一の以下のページにて
取得できます。

・また、このひな形の編集可能ファイル（Word版，Excel版）は、NEDOのプロジェクトマネジメントシステム（PMS）より
取得できます。

・ NEDOプロジェクトにおけるデータマネジメントについて
https://www.nedo.go.jp/jyouhoukoukai/other_CA_00003.html
様式2：メタデータ届出書
https://www.nedo.go.jp/content/100875863.pdf
別紙2：メタデータ
https://www.nedo.go.jp/content/100875858.pdf

・ＮＥＤＯはメタデータを公開し、プロジェクト外公開可能なデータの利活用者を広く募ります。
・ただし、利活用に関する最終許諾権者は、NEDOではなく、各プロジェクト参加者となります。
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まとめ：知財マネジメントとデータマネジメント

契約締結までに行って頂きたいこと
プロジェクト終了までに行って頂きたいこと
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●契約締結までに行って頂きたいこと
・「知財及びデータ合意書」 （案：署名前又は記名押印前）を作成し、NEDOに送付して、確認を受ける。（P5参照）
・「ＤＭＰ」を作成し、NEDOに送付する。 （P7参照）

●契約後からプロジェクト終了までに行って頂きたいこと
・知財運営委員会を整備し、「知財運営委員会運営規則」を作成。 (P6参照)
・「取扱い方針」を作成し、作成後速やかに、当該「取扱い方針」をＮＥＤＯに報告。 （P8参照）
・「各研究開発成果の取扱い及びその判断理由」について、速やかにＮＥＤＯに報告。 （P9参照）
・「プロジェクト外公開可能なデータ」を取得された場合は、どのようなデータであるかを示す「メタデータ」（索引情報）を作成し、
NEDOに提出する。 （P10参照）
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参考:関連情報のURL

前出のページに掲載したNEDOのプロジェクトにおいて、確認・利用頂く各情報のURLを以下に
まとめて掲載いたします。
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● NEDOホームページ (NEDOプロジェクト関連)
○NEDOプロジェクトにおける知財マネジメント基本方針

https://www.nedo.go.jp/jyouhoukoukai/other_CA_00002.html
・ NEDOプロジェクトにおける知財マネジメント基本方針第9版

https://www.nedo.go.jp/content/100960993.pdf
・雛形_知財及びデータ合意書_第9版対応

https://www.nedo.go.jp/content/100960996.docx
・雛形_知財運営委員会運営規則（知財＆データ）_第9版対応

https://www.nedo.go.jp/content/100960997.docx
・様式 研究開発成果取扱い方針及び取扱い等報告書

https://www.nedo.go.jp/content/100947059.docx

○NEDOプロジェクトにおけるデータマネジメントについて
https://www.nedo.go.jp/jyouhoukoukai/other_CA_00003.html

・ NEDOプロジェクトにおけるデータマネジメントに係る基本方針－「委託者指定データ」がない場合－
https://www.nedo.go.jp/content/100875879.pdf

・様式1：データマネジメントプラン兼簡略型データマネジメントプラン届出書
https://www.nedo.go.jp/content/100875862.pdf

・別紙1：データマネジメントプラン 兼 簡略型データマネジメントプラン
https://www.nedo.go.jp/content/100897759.pdf

・様式2：メタデータ届出書
https://www.nedo.go.jp/content/100875863.pdf

・別紙2：メタデータ
https://www.nedo.go.jp/content/100875858.pdf
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参考:関連情報のURL
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●経済産業省ホームページ
○「委託研究開発における知的財産マネジメントに関する運用ガイドラインを策定しました」

https://www.meti.go.jp/policy/economy/gijutsu_kakushin/innovation_policy/IpManagementGuidline.html

○「委託研究開発におけるデータマネジメントに関する運用ガイドラインとナショプロデータカタログ」
https://www.meti.go.jp/policy/innovation_policy/datamanagement.html 

● NEDOホームページ (参考)
○業務委託契約標準契約書（約款、様式及び別表）[2023年3月31日改正版]

https://www.nedo.go.jp/itaku-gyomu/2023_3yakkan_gyoumu.html
・業務委託契約標準契約書

https://www.nedo.go.jp/content/100958572.pdf
・業務委託契約標準契約書（大学・国立研究開発法人等用）

https://www.nedo.go.jp/content/100958734.pdf

○2023年度版委託業務関連
https://www.nedo.go.jp/itaku-gyomu/manual_jimushori_2023.html

・事務処理マニュアル（2023年4月）[マニュアル全文]
https://www.nedo.go.jp/content/100958673.pdf

・事務処理マニュアル（大学・国立研究開発法人等用）[マニュアル全文]
https://www.nedo.go.jp/content/100958698.pdf

前出のページに参考掲載した経済産業省及びNEDOの各資料(基本方針・契約書・マニュア
ル等)の情報が掲載されたURLを以下にまとめて掲載いたします。
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参考:ルール形成・標準化について
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【各章の概要】
１．本ガイドラインについて：このガイドライン自体の説明
２．「標準の戦略的活用」を考えるための基本的な情報：標準化に関

する基礎知識の解説
３．「標準」を特定するための基本的な情報：「標準」について、どのよう

に考え、どのように対応するかを解説
４．規格開発マネジメント：「規格」をつくり、普及する際のマネジメント上

のポイントを解説
５．ＮＥＤＯプロジェクトにおける「標準の戦略的活用」：ＮＥＤＯプ

ロジェクト等における各段階でのやるべきこと等を解説
６．「標準」関連の組織・制度・ツール紹介：標準化関連情報（制度

等）の紹介等
７．参考文献・引用情報：各章の参考・引用資料集、問合せ先

https://www.nedo.go.jp/library/shiryou_smng_guideline.html

※ 担当：齋藤、堀坂 メール宛先：ip-mng@nedo.go.jp

研究開発成果の社会実装のためにルール形成・標準化が重要となる場合があります。
プロジェクトの研究開発項目として標準化が組み込まれていない場合でも、研究開発の内容に
よっては、プロジェクトの進捗に応じて、ルール形成・標準化について検討することが望ましいです。
検討に際しては下記「NEDO標準化マネジメントガイドライン」をご参照いただき、 必要でしたら
標準化・知財ユニット標準化担当※にご相談ください。


